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１．はじめに

　地球温暖化の問題など、人類は様々な環境問題に直面
している。その解決方法を模索するうえで、過去の環境
変遷がどうであったか、さらにその変化に対して生物が
どのように対応してきたかが有用な指針になる。地質学
は、過去の環境変遷を復元する基礎的な学問分野である。
筆者らは、それぞれ火山噴火とフズリナ化石を対象とし
て研究を進めている。地質学に限らず、多くの分野でデー
タベース化が進められている。例えば、活火山について
は、産業技術総合研究所などのデータベースがある。し
かし、これらのデータベースの構築には、多額の経費と
労力を必要とする。また、社会インフラの形成に際して
も、事前の地質調査は必要不可欠であり、その費用を最
小限にするにはデータベース化による既存データの再利
用が有効である。化石標本については、模式標本が設定・
保管されるなど、データの整理はなされているが、露頭
単位の詳細なデータベースは、これまでなされていない。
これは、露頭記載などの地質情報には、研究者の主観的
な情報を含むため、一元的に管理することが困難である
ことなどが理由となっていると考えられる。低負担・分
散型のデータベースを普及させるには、より汎用性の高
い、簡便なシステムの構築が必要である。また、単なる
学術研究ではなく、アウトリーチなどその成果を社会に
還元するうえでも、このようなデータベース・システム
の構築が必要である。このような認識のもと、奥野は産
学官連携研究機関・国際火山噴火史情報研究所を設立
し、データベースの構築に着手している。より汎用性の
高いデータベースを構築するうえで、火山噴火史に関す
る地質情報を蓄積することは、もちろんであるが、それ
以外の地質分野での情報収集ならびに検討が不可欠であ
る。そこでこのプロジェクトでは、専門分野の異なる２
人が実際の野外調査を通して、どのように客観的な記載

ができ、どのようなデータベースを構築できるかを検討
した。

２．研究内容

　このプロジェクトでは、それぞれの分野での野外調査、
国際会議や国内学会での発表を通じて、露頭情報などの
詳細な地質データの管理方法を検討した。また、研究成
果の展示方法やアウトリーチについても情報収集を行っ
た。それぞれ海外の研究者と共同で現地調査を実施して
おり、調査時に上記の目的や問題点を解決すべく討論を
行うとともに、地球圏科学科や国際火山噴火史情報研究
所のメンバーも交えて議論した。以下に各年度の研究内
容を記述する。 

（1）平成24年度
　Ben Fitzhugh（Univ. Washington）と Dixie West （Kansas 
Univ.）が主催したアメリカ科学財団（NSF） ワークショップ 
“Comparative Ecodynamics in the Aleutian and Kuril 
Islands”（Univ. Washington，シアトル市；2012年11月）に
奥野が参加し、寒冷気候下の島嶼地域で、火山噴火の
インパクトが自然および人間社会へどのように及ぶか
を議論した。そこで（1）テフラの広域対比には模式露頭
を設定して岩石記載や年代・層位を比較することが重
要であること、（2）噴火の影響を空間的に評価するため
に、テフラの対比にもとづいた分布図を作成する必要が
あることを指摘した。この機会に「Geological Hazards, 
Climate Change, and Human/Ecosystems Resilience in 
the Islands of the Four Mountains, Alaska」（NSF 補助
金、OPP#1301927, #1301925, #1301929, REU#1358987 
など）に関しても打ち合わせ、平成26年度と平成27年
度にフォー・マウンテンズ諸島の調査に参加した（図
１）。なお、現地調査の概要は、本学の［研究者コラ
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ム］―「噴火史研究から浮かぶ火山のイメージ（第２
回）」アラスカ・アリューシャン列島でのテフラ研究
と 考 古 学 ―（http://www.fukuoka-u.ac.jp/research/
column/15/11/07080001.html）にも掲載している。その

他、奥野はフィリピン地質学会（2012年12月、マニラ首
都圏）でイロシンカルデラの広域テフラ（図２）に関して
発表し（Mirabueno et al.）、タール火山（図３）について
も現地調査を行った。

図１　�アラスカ・フォー・マウンテンズ諸島、カーライル火山
南麓の遺跡。テフラを覆って文化層が堆積し、噴火後に
当時の人々が戻ってきたことを示す。

������図２　�フィリピン・マヨン火山西麓のイナスカンスコリ
ア丘のイロシン火砕流に伴う降下火山灰層。近傍火
山からの降下スコリア・火山灰層に覆われている。

図３　フィリピン・タール火山北縁に分布する火砕サージ堆積物。

（2）平成25年度
　2013年４月の国際シンポジウム " 14C and Archaeology "（ベル
ギー・ゲント市）に奥野が参加し、Vegetation change and 
date of human arrival in Rarotonga, Cook Islands 

（Fujiki et al.）をポスター発表した。また、鳥取市の砂丘
調査を行った他、Whitman College（ワシントン州ワラワラ）を
訪問し、Kirsten Nicolaysen 准教授とフォー・マウンテンズ
諸島での調査内容について検討した。

　上野は、2013年10月にウクライナ、ドネツ炭田の上部
石炭系を調査し、産出化石の生層序学的データベース構
築のための基礎情報を収集した。また、11月の第２回
IGCP589国際シンポジウム（フィリピン・ボラカイ島）に
上野が参加した。この中で、中国、貴州省の石炭－ペル
ム系炭酸塩岩に記録された海水準変動の記録を北米大陸
に残された同時代の層序データと比較することで、南部
中国の大陸基盤の微細な造構運動を解読した。
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（3）平成26年度
　2014年６月のマヨン火山1814年噴火200年記念会議お
よび現地討論会（フィリピン・レガスピ市）に奥野が参加
した（図４）。これはマヨン火山の防災・減災に関する会
議であり、フィリピンでの科研費による研究成果を地元
に還元するものである。この機会にフィリピン火山地震
研究所（PHIVOLCS）のMariton Bornasチーフと共にネ
グロス島のカンラオン火山を予察的に調査した。８月に
は、第13回国際加速器質量分析学会（AMS-13, フランス・

プロバンス市）に参加し、アリューシャン列島中央部の
アダック島でのテフラ層序とその14C年代に関するポス
ター発表を行った。また、６月と10月には静岡県「ふじ
のくに地球環境史ミュージアム」に山田和芳博士を訪ね、
露頭情報や試料管理について検討した。地質情報のデー
タベースのアウトプットなどの連携先として自然史系博
物館は非常に重要で、今後、交流を密にして行くことを
確認した。７月には長崎県諫早市の唐

か ら こ

比低地のボーリン
グ掘削調査（図５）、10月には白山火山の現地調査を行っ
た。

 
図４　�フィリピン・マヨン火山南斜面の火砕流堆積物とそれを覆うラハール堆積物。現地討論会の１コマ。

 
図５　�唐比低地での掘削。（a）掘削風景。ピートサンプラーでの掘削。（b）泥炭層に挟在する唐比火山灰層（白

矢印）。この火山灰層は、雲仙火山のblock-and-ash�flow堆積物に伴うものと考えられる。
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３．これまでのまとめと関連する動向

　これまで記述した各年度の研究内容を以下にまとめ
る。奥野はフィリピン、アリューシャン列島、唐比低地
や白山火山などで現地調査を行った。テフラの編年は、
火山噴火履歴の評価の基礎的データであり、噴火による
インパクトを知る上でも年代指標としての役割は非常に
重要である。上野はウクライナや中国などで地質調査を
展開した。両者は国際学会でもその成果を発表してきた。
　この推奨研究プロジェクトで検討したデータベース
に関連する研究の一例として、奥野は学会誌「火山」に
おいて特集「火山噴火史解明のための露頭データベース
構築の検討」を提案し、第59巻４号、第60巻２号および
３号にわたって刊行した。この特集には、火山噴火史
研究の基礎データとしての露頭や様々なデータベース
に関連する論文が幅広く収録された。さらに国際火山
噴火史情報研究所では、本学工学部の高橋伸弥博士が
中心となって露頭情報共有サイト「じおログモバイル」

（GeoLogMobile）を構築し、Google Play/App Store で
公開してAndroidやiPhone、iPadなどを利用した露頭写
真の公開・共有を進めつつある。
　助成期間中、次項であげるように多数の研究成果が出
された。これらの多くは、この推奨研究プロジェクトの
経費が直接・間接、あるいは大小はあるものの、何らか
のサポートとなっている。最後に記して謝意を表します。
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